



　『源氏物語』 「賢木」巻において桐壺院が崩御する。桐壺院崩御直後から語られる、新帝・朱雀帝の若さと、それによる「祖父大臣、いと急にさがなくおはして、その御ままになりなん世」 （ 「賢木」二―九八頁
（１）
）への不安が急速に御























御心の中は、 思ひの外なり ことどもを、 忘れがたく嘆きたまふ。
　　　　　　　　　　　
（ 「賢木」 二―一〇一頁）
姉弘徽殿から殿舎を譲り受けたということはもちろんあるが、 は清涼殿から直結する有力な后の住まう場所であったことからも、朧月夜が将来后になる が嘱望され、かつ 現在も実質的な朱雀帝の第一の皇妃であることは明らかである。　「五壇の御修法」については、 新編全集頭注が、 「帝や国家の重大事に行う修法。ここでの重大事が何かは不明」 （ 「賢木」二―一〇四頁） 注をふしている。 『仏教語大辞典』 （小学館）もまた、 「天皇や国家の重大な祈りにこれを行い、息災・増益・調伏等に修する」と指摘しており
（２）
、光源氏と朧月夜との密会は、国家的な重大事の最中であることが浮





























まだ夜ふかきほどの月さしくもり、木の下をぐらきに 「御格子まゐりなばや」 「女官はいままでさぶらはじ」 「蔵人、 ゐれ」など、いひしろふほどに 後夜の鉦うちおどろかして、五壇の御修法の時はじめつ。われもわれもとうちあげたる伴僧の声々、遠く近く聞きわたされたるほど、おどろおどろしく、たふとし。　
観音院の僧正、東の対より、二十人の伴僧をひ ゐて、御加持まゐりたまふ足音、渡殿の橋の、とどろとどろ














二十人の伴僧を伴う大がかりなものであり、 彰子出産にかける道長の願いが伝わるものである。 しかし、 この例が 『源
氏物語』の例と大きく違うのは、主催者が藤原道長であり、臣下が行っているという点である。場所も宮中ではなく土御門殿である。彰子は中宮であり その出産は確かに国家的な行事であると えよう。一方で、道長の邸宅で行われており、そこに一条帝がどのようにかかわったか 記されていない。この五壇の御修法について、森茂暁氏は「藤原氏の私邸における五壇法修法の最初で、し も御産御祈として五壇法の初例であることが注目される
（４）
」と述べられ









当初、原因は「神の気」であるとされ、 「御祭、祓」 （巻第十二「たまのむらぎく」二―五八頁）が行われたが効果がなく、 「今はずちなし」 、すなわち、最後の手段として行われたのが五壇の御修法であるという筆致からは、五壇の御修法の持つ威力を信じる人々の心証があらわれている。しかし、五壇の御修法も効き目がなく頼通は危篤に陥る。その理由が、頼通が三条天皇皇女禎子内親王の降嫁を受け ことになったことについて、頼通室の隆姫を思う、父具平親王 物の怪であると明らかに り、道長が降嫁をとりやめる を約束することで、頼通は平癒す 。以上のように、この五壇 御修法の例は、藤原道長家族の私的なものであ 一面も強い。
   
　
二例目は、患う姸子の快癒を祈る際に行われたものである。
御前には、白き御衣二つ三つ奉りたるに、御色も同じやうにて、ただひたみちに白うおはしまして、御髪は押しくだして結 せたまへるままに、結目のほどは乱れて、それより下はつゆ乱れさせたまはず、こよなく長く見えさせたまふは、かく苦しながらも生ひさせたまふなんめりと、あ がたくみえさせたまふ。さて渡らせたまひて、五大堂の東の廂、北面かけておはします。殿 御前 、この 御堂の戌亥の方の間におはします。宮の侍には、大御堂の北 廂に屛幔引きてぞ たる。
御修法五壇始めさせたまへり。 （巻第二十九 「たまのかざり」 三―一二四頁）



















































































































史実においても、醍醐天皇の例は菅原道真 怨霊を鎮めるためのも である。冷泉天皇や村上天皇 病の例も、病
の原因となる物の怪等の存在が意識 たといえよう。そのことを考えた際、 「賢木」巻の五壇の御修法も、なんらかの物の怪など 災厄 調伏を目的としてい るのではないだろうか。そ 、 「賢木」巻において想定される物の怪、それは、桐壺院の可能性があ のではな だろ か。　
松井健児氏が、このことについてすでに、 「右大臣勢力が、桐壺院霊をそのままに怨霊と見なすとは思われない

































朱雀帝が、 桐壺院の霊があらわれたという衝撃的な事実を告げたにもかかわらず、 それは「思ひなしなること」で、 「思し驚くまじきこと」であると告げている。冷静なその対応からは、もちろん騒ぎ立てて問題を大きくし いということがあるだろうが、一方 、桐壺院の霊の出現を予測していた、あるいは経験していたかのような冷静さがあるえよう。 「賢木」巻で、行われた五壇 御修法は、桐壺院 霊を鎮め という明確な目的があったのである。　
以上のように、朱雀帝は、桐壺院の霊の出現に対し、いちはやく対応していたといえる。しかし、そのさなか、光




































































の出現が推測される状況であるため、 「明石」 巻でもまた仏事を行うことで乗り切ろうと こともできたはずである。しかし、帝として 最後の決断として光源氏召喚を行う朱雀帝からは、適切なタイミングで仏事を行い、御世の維持を保とうと心がけ、一方で、極限の場面では仏事に頼るだけではない決断を行う帝としての姿 浮かび上 ってくる。　「賢木」巻の五壇の御修法は、朱雀帝の帝としての資質を浮かび上がらせるものとしてもあったのだ。註



















































































（21）高橋麻織氏「弘徽殿大后の政治的機能―朱雀朝の「母后」と「妻后 ―」 （ 『源氏物語の政治学―史実・准拠・歴史物語―』笠間書院
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